
 

 

 

 

おはようございます。保健福祉部保険年金課の小沼千尋です。  

今年 4 月に入庁して約５か月が経ちました。先輩や上司の方々の手

厚いサポートのおかげもあり、少しずつできる業務が多くなってきま

した。いつもありがとうございます。  

私が現在担当しているのは国民健康保険の給付業務です。代表的な

ものに高額療養費や療養費の給付、保険証の発行・更新などがありま

す。 

さて、今回は今後業務を行うにあたって、特に意識したいことを２

つお話しようと思います。  

1 つ目は、新しいことに積極的に挑戦する姿勢です。新しいことに

積極的に挑戦することで自身の成長につながるだけでなく、多様な経

験によって新たな発想も生まれます。その結果として、将来に渡って

多くの成果を残すことができると考えています。  

今後の業務で意識したいこと２つ目は、礼儀を大切にすることで

す。挨拶をはじめ、感謝や謝罪などは、気持ちよく仕事を行うために

なくてはならないことです。  

「おはようございます」や「お疲れ様です」等の挨拶は、コミュニ

ケーションの入り口だと考えます。「申し訳ございません」や「あり

がとうございます」等の言葉は、自分の気持ちを相手に伝えるために

必要なことだと考えます。  

 このように、礼儀を大切に日々過ごすことが、他の人と仕事をす

るうえで大切なことだと感じています。  

 以上２つを特に意識して、今後の業務も邁進してまいります。こ

れからもよろしくお願いします。  

放送日  令和５年９月４日（月） 

担当者  保険年金課 小沼 千尋 



 

 

 

 

おはようございます。保険年金課の松浦佑紀です。  

今年の春に入庁し、５か月が経過しました。５か月前の新人研修で

は、大学生の頃とは違う生活リズムや、初めての環境に不安でいっぱ

いでした。今では、社会人としての生活に慣れ、自身の趣味も充実さ

せながら落ち着いて日々を過ごせています。  

私は現在、医療給付担当として子ども医療を担当しています。採用

面接の際に、「未来ある子ども達を支える業務がしたい」と話していま

した。北広島市に採用をいただいたこと、そして子ども医療の担当を

任せていいただいたことに大変嬉しく感じています。  

日々の業務では、上司の方や、会計年度職員さんに支えていただき

ながら自身の成長を実感できています。初めは、複雑な公費の仕組み

をに苦労しましたが、徐々に理解できるようになってきました。みな

さん忙しい中、気にかけて優しく声をかけてくださり、いつも感謝で

いっぱいです。 

今後は子ども医療だけでなく、重度の障がいを持っている方や、ひ

とり親の方を対象とした医療給付も担当させていただきます。まずは

制度内容をしっかり勉強して、市民に寄り添い安心感を与えられるよ

うな対応を目指していきます。  

  

放送日  令和５年９月６日（水） 

担当者  保険年金課 松浦 佑紀 



 

 

 

 

おはようございます。子育て支援部子ども家庭課の髙橋唯です。  

今年の４月に入庁し、５か月が経過しました。少しずつ職場環境や

業務に慣れてきましたが、まだまだ分からないことが多く、周りの先

輩方に助けていただきながら取り組んでいます。  

さて、私の所属する子ども家庭課は、手当の給付や子どもの権利な

ど幅広い業務を行っています。その中でも、私は保育に関する業務を

担当しています。大学時代は中学校や高校の教員を目指していたこと

もあり、教育にかかわる勉強をしていましたが、４月の時点では保育

園や幼稚園に関する知識は全くと言っていいほどありませんでした。

現在では、先輩や上司のみなさんの指導のおかげで知識は増えてきて

はいますが、まだまだ努力が必要だと感じています。また、先輩方の

中には、児童の名前を聞くだけで、どこの保育園に通っているかなど

を答えることができる方がいます。私もそうなれるように記憶力を高

めていきたいです。  

今後は４月入所の準備など業務が忙しくなっていくと思われますが、

機械的にこなすのではなく、市内外の園と連携を図りながら、子ども

たちやそのご家族に寄り添った対応をしていけるように心がけていき

ます。  

放送日  令和５年９月１１日（月） 

担当者  子ども家庭課 高橋 唯 



 

 

 

 

おはようございます。子育て支援部子ども発達支援センターの石浦

未来と申します。 

私は保育士として採用され、現在は子ども発達支援センターで勤務

しております。発達に心配のあるお子さんと遊んだり発達検査を行い

ながら、少しでもお子さんが生活しやすくなる支援の手立て、関わり

方の工夫を保護者の方と一緒に考えています。また、市内の保育園・

幼稚園に訪問し、相談に来たお子さんが集団の中でどのように過ごし

ているのかを見学させていただいたり、子どもへの関わり方を先生と

一緒に考えるなど、相談に来る方々を待つだけでなく、外に出向いて

支援の方法を広げています。  

公務員として１２年目になり、保育所では９年間保育業務に当たっ

てきました。生きる力の土台ができる大切な乳幼児期に携わる私たち

は、子どもの人生に影響を与える責任のある関わりをしていると思っ

ています。子どもは遊びの中で多くのことを学んでいます。色々な遊

びの体験や自分の思いを大人に受け止めてもらうこと、友だちと関わ

る経験をすることは、大人になった時の土台となります。  

そんなかけがえのない大切な乳幼児期に関わる上で、子どもたちの

良い所もそうではない所も「そんな時もあるよね」、「わかったよ」と

丸ごと受け止めることを日々大切にしています。発達に遅れがある子

もそうではない子も関わり方として大きな違いはなく、広い心で丸ご

と受け止めていきたいと思っています。  

放送日  令和５年９月１３日（水） 

担当者  子ども発達支援センター 石浦 未来 



 

 

 

 

おはようございます。子ども発達支援センターの中場祥太です。  

私は言語聴覚士という資格を持ち指導員として勤務しております。

センターでの言語聴覚士の仕事はことばの発達に働きかけることや日

常会話の誤り音を正しい音で発話出来るように支援することが中心で

す。子どもたちは本当に可愛く、日々会えることを楽しみに出勤して

います。指導員としての仕事は分からないことだらけですが、先輩職

員の方々が丁寧に教えて下さったり、参考書などで知識を付けながら

子ども達へ最良の関わり方、支援方法を模索しながら日々業務を行っ

ています。 

私の仕事は、子どもの支援だけを行えば良いのではなくご家族の悩

みに寄り添うことも一つです。私は子どもがいないのでご家族の悩み

十分答えられていないかもしれませんが、その悩み事に支援者として

の立場から一緒に考え、全力で寄り添わせて頂くことは出来ます。そ

のため、出来ることから積み重ねていき、この人に相談したら安心出

来ると感じて貰えるよう先輩職員のご家族対応の仕方を学ばせて頂き

ながら自身のスタイルを確立していこうと思います。  

そして、私は言語聴覚士である前に市の職員であり、市民の方々が

過ごしやすい街にすることが公務員としての使命です。そのため、市

の研修や行事に積極的に参加し北広島市を知り、より良い街づくりに

貢献できるよう努力していきます。   

放送日  令和５年９月２０日（水） 

担当者  子ども発達支援センター 中場 翔太 



 

 

 

 

 おはようございます。北広島市消防署消防課の石塚颯太です。  

 私は５月中旬から北海道消防学校に入校し、消防職員として必要と

なる基礎的な知識、技術、体力等を習得するため日々の学習や訓練に

取り組んでいます。１０月からは消防学校の教育課程を終え、消防署

での本格的な勤務が始まります。我々消防の任務は市民の生命、身体

及び財産を火災から保護すること、災害を防ぐこと等であり、これら

の任務を遂行するため勤務にあたっていきます。今年はボールパーク

が開業し、全道や全国各地、そして海外からも多くの人が北広島を訪

れています。ボールパーク関連の出動も多く、我々消防の必要性が高

まることが考えられます。その中で私は現場に出て消防隊の一員とし

ての役目を果たし、活動していきます。  

 北広島駅前やボールパーク周辺では現在開発が進み、北広島市のさ

らなる発展が期待されています。３月から北広島市民になった私でさ

え、この数か月間での北広島市の発展を感じており、市の職員として、

市民として、北広島市に関わることができていることに喜びを感じて

います。最後になりますが、私は公務員であることを自覚し、１年目

から消防職員として人々の命や財産を守ることができるよう誠実に

日々の職務に当たることを目標とし励んでいきます。    

放送日  令和５年９月２５日（月） 

担当者  消防課 石塚 颯太 



 

 

 

  

 おはようございます。消防署消防課の高木比呂です。  

 ここ、北広島市に就職してから約半年が過ぎました。この半年の中

でも沢山のことを学んできたので、そのことについて、スピーチして

いきたいと思います。  

 消防職員は、人の命にかかわる仕事ですので、様々な訓練、勉強を

し、技術と知識を身につけなければなりません。そのため、消防学校

で、約５ヶ月の間研修をし、徹底的に基礎を固めます。私は消防学校

に入校し、知識、技術はもちろん組織としての動き、規律の遵守、仲

間との連携や協調性を身につけること、社会人としての常識なども学

ぶことができました。様々なことがありましたが、充実した時間を過

ごすことができたように感じております。  

 これらのことは、市民の生命や財産を守る消防職員としてとても重

要なことです。その基礎をこの半年間で多少なりとも身につけること

ができたのではないかと考えています。  

 ここからは、学校で学んだことを実際に発揮していくというステー

ジに上がります。知識や技術を知っているだけでは、何も意味があり

ません。この先は、一つのミスが大きな事故に繋がる世界です。学ん

だだけにせず、技術の習熟、質の向上、知識の増幅をし続けていきた

いと思います。 

それでは、今日も実りある一日となるよう頑張りましょう。  

放送日  令和５年９月２７日（水） 

担当者  消防課 高木 比呂 


